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交通安全一一一一

つ畠

暖
か
い
春
の
陽
光
に
誘
わ
れ
て
、
散
歩
や
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
外
出
が
楽

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
歩
く
人
も
自
動
車
に
乗
る
人
も
、

交
通
事
故
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
毎
年
増
え
続
け
て
お
り
、
平
成
九
年
に
は

全
国
で
七
十
八
万
件
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
あ
な
た
自
身
ゃ
あ
な
た
の

家
族
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
お
出
か
け
の
前
に
、
も
う
一
度
交

通
ル

1
ル
の
確
認
を
i
。

-
H
U
R
I
-
-
i
l』剛
v
t
f
/

子
ど
も
と
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
/

。
通
行
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者
の

措
耐
を
助
け
て
あ

σまし
ょ
う
。

O
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

J

/

ら
車
は
一
特
停
止
の
励
行
を
。

E

C
高
齢
運
転
者
標
識
表
示
車
両
へ

の
幅
寄
せ
等
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

事故で横転した自動車

高齢者(65議以上)の死傷者状態別構成比
(H 9県内)

うち死者 66人

子供(中学生以下)む死犠者状態別構成比
(H 9 県内)

うち死者 死傷者 "1，685人死信者

-全死者138人中66人が高齢者(約半数)-死者は2年連続増加@件数、傷者数は減少
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一一一人間乍玄一一一

巴

私

は

、

中

学

三

年

の

夏

休

み

に

、

変

わ

り

ま

せ

ん

。

む

し

ち

、

私

た

ち

よ

し

た

一

一

一

一

日

葉

を

沼

介

)

ま

す

。

「

知

的

一

日

λ
?
J
/
O

一

ワ

ー

ク

キ

ャ

ン

プ

と

い

円

ボ

ラ

ン

り

す

ば

ら

;

?

を

思

い

や

る

上

取

引

ー

E
者
は
決
し
て
不
幸
で
三
一

一

テ

イ

ア

活

動

に

参

加

し

ま

し

た

。

や

さ

し

い

心

す

は

っ

し

い

職

人

主

守

拡

貯

Z
J
J

し

た

だ

不

自

主

主

」

と

一

一

こ

の

ま

ン

一

ア

ィ

ア

活

動

は

、

お

持

つ

ず

い

ま

す

。

何

か

ま

も

Z持
つ

毒

事

か

端

一

一

一

一

い

う

一

言

葉

で

す

。

私

に

ほ

一

生

忘

十

一

年

寄

り

ゃ

身

体

「

障

宣

言

知

で

い

ま

す

o

二

さ

に

も

す

ば

ら

し

内

製

〆

2
1寸れ
ら

合

い

言

葉

に

な

る

と

忠

い

一

一

的

「

障

害

」

者

の

人

た

ち

と

一

緒

み

志

の

素

顔

を

、

み

…

三

知

っ

て

ダ

o

v

¥

」
ま
す
。
一
棋
が
出
ま
し
た

0
8一一二

一

に

過

ご

し

一

お

世

活

を

さ

一

せ

て

も

も

ら

い

た

い

し

〕

忠

一

川

、

C

品
す
む
た
つ
疋
二

J
g
i

葉
の
意
味
や
一
、
世
界
中
の
人
々
が
一

一
ら
う
と
い
ち
つ
も
の
で
す
。
私
は
き
な
一
円
、
相
も
し
な
い
で
生
き
て
い
る
泊
三
日
の
生
活
で
し
た
が
唱
私
の
「
嘩
て
く
れ
た
併
は
「
い
っ
き
ウ
呈
」
に
い
哩
縛
し
て
〈
れ
る
世
の
中
が
来
れ
一

一

「

い

つ

き

の

呈

」

と

い

う

知

的

「

障

と

「

え

で

も

な

い

呈

別

音

訟

を

持

つ

害

」

戸

対

す

る

考

え

主

大

さ

く

変

る

詰

刊

で

す

。

じ

い

い

と

思

い

ま

す

決

し

て

不

↑

一
一
主
ニ
考
の
施
設
で
お
世
話
に
な
h
〆
て
い
た
の
で
す
。
私
一
?
そ
う
で
あ
一
二
た
わ
り
ま
し
た
り
人
一
は
皆
平
等
?
す
。
一
頭
の
中
で
口
問
、
幸
で
は
な
い
の
で
す
。
不
幸
ゼ
と
一

一
ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
、
私
を
よ
う
に
、
わ
ン
一
ア
イ
を
背
負
つ
一
に
い
る
街
で
身
津
「
障
害
」
者
に
品
会
ふ
と
、
議
も
が
什
か
っ
て
い
一
心
と
思
い
ま
す
。
息
、
つ
心
が
、
人
を
見
下
し
、
そ
こ
一

一
含
め
て
四
人
で
参
加
し
今
ま
し
た
が
、
人
と
接
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
山
ー
に
は
!
何
と
な
く
自
を
背
寸
た
り
、
逆
「
一
戸
ろ
し
か
)
見
人
い
一
が
違
う
、
考
え
方
予
選
か
ら
差
別
意
識
が
起
き
る
の
で
す
っ
一

一
全
員
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
偏
見
ξ
持
っ
て
い
1

る

う

な

ど

力

理

官

で

差

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

で

学

ん

だ

…

一
動
で
す
。
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
人
が
い
る
か
も
し
れ
人
権
作

z
i
;
)く
7
c
t
j
t
t
ι
、くく/¥〈

J
守
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
と
、
ぞ
れ
は
「
世
界
中
の
人
々
一

一
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
始
ま
っ
て
ま
せ
ん
。
私
は
、
ヲ

r

f

~

~

~

で
も
一
こ
の
一
よ
ユ
ノ
な
が
、
差
別
の
な
い
幸
せ
な
暮
ら
し
一

一
し
ま
っ
た
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
o

れ

が

一

八

三

六

三

二

出

会

う

二

と

ぶ

ち

始

ま

る

」

一

一

午

前

T
は
本
当
が
で
き
る
社
会
-
の
実
現
の
た
め
一

一

こ

の

施

設

の

利

用

者

と

出

会

う

開

違

い

で

あ

る

こ

こ

一

~

に

ァ

て

の

人

の

心

・

な

の

に

、

私

に

で

さ

る

こ

と

は

何

か

発

一

三

、

私

は

「

知

的

「

障

害

互

に

気

付

一
J

手

品

し

た

ニ

;

;

:

古

河

川

枚

一

年

生

(

パ

芸

人

権

作

文

集

n

計
約
二
こ
よ
う
か
ρ

私
は
見
で
さ
た
こ
と
で
す
。

一

と

呼

ば

れ

て

い

る

人

た

ち

に

つ

い

そ

し

て

と

で

も

失

礼

達

、

っ

と

ま

い

ま

す

。

一

一
て
、
固
定
観
念
の
よ
う
な
も
の
交
な
考
え
方
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
し
だ
。
じ
ろ
と
見
で
し
ま
う
っ
悶
っ
て
い
て
も
差
別
し
た
ぐ
て
差
別
し
て
い
る
人
は
い

…
持
つ
「
い
ま
し
た
。
円
先
で
は
、
私
は
「
障
十
一
口
」
者
と
出
会
っ
て
、
い
助
け
る
の
同
恥
ず
か
し
い

o
m前
の
私
な
、
…
の
で
は
な
い
で
し
-
?
で
か
。
人
の

一
「
同
じ
人
間
。
私
と
何
も
変
わ
ら
な
¥
つ
も
の
感
動
皇
ふ
ま
し
た
。
呂
分
は
そ
ろ
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
間
百
一
去
に
な
る
ナ
、
そ
っ
い
止
の
か
事
ア
途
道
一

一
い
」
と
一
吉
っ
て
い
て
も
、
や
は
り
で
は
何
も
で
き
な
い
と
思
っ
て
パ
た
人
違
っ
て
い
る
。
自
分
ほ
ど
ハ
し
な
け
れ

Z
2ど
と

理

刊

を

っ

さ

、

白

(

/

↑

三

一

「

¥

ご

簿

二

一
心
の
中
で
峰
、
立
で
は
何
も
で
た
会
、
一
生
活
命
仕
事
を
し
、
給
料
、
ば
な
ら
な
し
の
か
。
こ
の
こ
と
を
教
え
分
め
気
持
ち
ら
ι
ご

ま

が

し

て

い

る

の

で

/

一

z
J

三
一
一
一
一
一
一
台
必
議

一

ー

を

も

ら

い

季

語

分

た

ち

で

議

D
3
b
4
4
7

す
。
こ
う
し
一
/
一
人
間

2
5差
別
を

¥-Z一
一
一
一
夜
閣
議
一

ーρ勘附
河

A
許

「

存

立

し

て

い

ま

す

。

話

し

、

一

示

、

時

羅

場

建

辰

生

み

出

J

て
い
る
の
三
と
思
い
ま
す
。
一
/
一
一
/
一
一
一
士
一
言
仇
牽
制

訟
協
臨
調
締
罰
#
当
ー

J寸~翠樺携彩努係
m総駄

λλコ三i一ご一士需言一一
ι

一

議

鰯

襟

越

内

ロ

戸

吟

吟

そ

て

E
て
て

Ei
し与主て五泣苦き;、-自仔全;ポで荷、荷宗?何票?かて:;し主主よ与、ろつ

Ad£語トL誇恥苓
等
融
協
認
叫
自
分
?
よ
h品
弱
い
丈
人
詞
望
を
作
守hり

;;y~;よ4
、二二4一工芸言5-
丙記8
止
茄
目
副
で
し
一
ぷ
云
玉
ナ
中
中
中
ナ
一
主
一
一
一
一
一
一
一
/
¥
二

一

一

一

高

属

加

U
Lぬ
刈
自
分
を
ア
ピ
ル
し
ょ
、
っ
と
が
ん
ば
っ

N
J
ペ
ゾ
心
劃
諜
P

て
し
ま
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。

九

戸

誠

臨

楼
wv

で

い

る

の

で

す

っ

仕

事

を

し

て

い

き

て

I
1覆
税

μ
最
後
に
、
つ
つ
き
の
里
」
の
空

調
む
轍
W

併

協

臨

機

酪

端

同

日

Ffp一
一
点
…
協
調
油
引
…

認

品

四

球

認

湖

沼

の

ひ

た

む

き

さ

給

料

宮

も

ら

っ

時

の

ぎ

i
fふ
隠
総
判
長
さ
が
私
た
ち
に
話
し
て
く
れ
た
中

一

/

旬

、

つ

れ

し

そ

う

な

長

顔

。

何

も

私

た

ち

と

か

ら

一

一

本

た

ち

四

人

が

そ

ろ

っ

て

感

動



4 

お知らせ一一一一一

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
次
の
と
お
り

「
第
三
団
長
浜
の
四
季
写
真
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

第
三
回

写
真
展

長
浜
写
真
愛
好
会
の
皆
さ
ん
が
撮
り

続
け
て
こ
ら
れ
た
、
長
浜
の
四
季
折
々

の
す
ば
ら
し
い
自
然
や
風
景
な
ど
の
写

平
成
十
年
度

役
場
の
支
払
(
振
込
)
自

平
成
十
年
度
長
浜
町
役
場
の
定
例
支

払
日
(
預
貯
金
口
座
振
込
)
が
、
次
の

日
程
と
な
り
ま
し
た
。
請
求
書
を
出
さ

れ
る
場
合
は
、
納
品
と
同
時
に
提
出
す

真
、
約
四
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
期
日
一
四
月
八
日
j
十
八
日
(
午
前

九
時
j
午
後
五
時
)

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
書
に
は
、
課
名
等
を
書

い
て
、
必
ず
押
印
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

平成10年度役場の支払(振込)予定日

月別
第 l田 第2回
振込予定日 振込予定日

10/4 13日 27日

5 14日 26日

6 15日 26日

7 13日 27日

8 13日 26日

9 14日 28日

10 13日 26日

11 13日 26日

12 14日 25日

11/1 13日 26日

2 12日 26日

3 12日 26日

4 13日 26日

5 14日 26日

重喜重量i惑いて季語も正義愛時五事韓議
老齢基礎年金の受給開始年齢は 65歳ですが、希望

により 60歳から 64歳までに繰り上げ、て減額された

年金を受けることも、また 65歳以降に繰り下げ‘て、

増額した年金を受けることもできます(減額@増額

年は生涯変わりません)。

令65歳で受ける年金を

100%として

60歳

61歳

63歳

62歳

平
成
十
年
度
の
申
し
込
み
は
、
四
月

十
三
日
か
ら
五
月
十
二
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
環
境

係
(
保
健
セ
ン
タ
ー
内
宮
五
二
|
三

O

五
五
ω

樹
二

O
九
五
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

200% 

100% 

50 150 100 

64歳

65歳

66歳

67歳

68歳

69歳

70歳

合併処理浄化槽設置工事(9年度)

¥
狂
犬
病
予
関
注
射
の

/

お

知

ら

せ

生
後
九
十
日
以
上
の
犬
は
、
必
ず
年

一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
が
予
防
注
射
を
受
け
や
す
い
よ
う
、

四
月
十
五
日
・
十
六
日
と
五
月
八
日
の

三
日
問
、
各
地
区
に
出
か
け
て
集
団
注

射
と
受
録
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
回
覧
文
書
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
環
境
係
(
器
五
二
|
三

O
五

五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「
子
ど
も
の
日
記
念

無
料
法
律
相
談
」
の

お
知
ら
せ

お知らせ

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
子
ど
も
の
人

権
侵
害
救
済
の
た
め
の
相
談
活
動
と
し

て
「
子
ど
も
の
日
記
念
無
料
相
談
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

{
日
時
}
五
月
九
日
(
土
)
午
前
十
時

j
午
後
三
時

{
場
所
}
愛
媛
弁
護
士
会

{
内
容
}
担
当
弁
護
士
数
人
が
常
駐
し

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
(
面
接
相
談

も
可
)
{
相
談
料
}
無
料

{
電
話
番
号
]
刊
O
八
九
l
九
四
一

九
0
0

一
ト

一

子

徳

編

進

子

一

軒

者

淳

美

{

疋

間

程

一

図

登

四

真

一

世

著

辺

尾

好

・

田

野

一

明

渡

富

三

田

中

藤

一

一

端

沖

一

ふ
y

-

九

一

す

一

E

h

弘一
V

M

界

す

一

一

三

総

議

リ

匠

見

ら

一

一

副

ム

ャ

と

発

暮

一

一
一
一
鱗
側
一
川
川
町
の
本
の
に
一

一
・
吉
田
M
M
V
幣

も

日

宿

さ

ト

一

白
簿
γ
摘
が
名
、
っ
花
の
民
し
ン
一

一
応
欝
2

…
-
い
の
紀
の
ら
ガ
一

一
手
1一九J
J

一
番
と
渡
叶
一
子
分
レ
一

一
叫
ん
守
山
w

男

天

目

親

自

エ

一

一
世

J
畿明

0

0

0

0

0

0
一

~白滝絵Eまがきコンクール~

d

司
最
優
秀
嘗
・
大
野
哲
郎
(
白
滝
」

場
佳
作
・
若
田
敏
郎
(
松
山
市
)

イ
佳
作
@
水
口
達
男
(
伯
方
町
)

このほど、昨秋から昨年末にかけて募集していました「白

滝絵はがきコンクール」の審査発表が行われました。最優秀

賞には、地元白滝の大野官郎さんの作品が選ばれたほか、佳

作 2点、特別賞 1点がそれぞ、れ決まりました。

このコンクールは、白滝のまちづくりグループ「白滝フロ

ンテイア青年会(渡遅正二会長)が、ふるさと白滝の貴重な

地域資源を見直し、その魅力を記念絵はがきにして、白滝を

もっと広く PRしていこうと実施したもので、町内外から 55
点の作品応募がありました。

同会では、今秋までに入賞作品を原画とした記念絵はがき

の発行を予定しており、白滝のPRとまちづくりに弾みをつ

けたいということです。

白滝フロンティア青年会

(ホームページアドレス:http:ノ/www.bekkoame.or.jp/uemitsu/)

4
特
別
賞
・
野
村
彰
史
(
松
野
町
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里づくり補助金ほか一一一一一

/特色と知恵を生かし『里づぐ哲:拡散り趨ゐでみませんか r¥ 
I 樹 ー 必(機 J空機選挙 総機畿 ぷ機必 ¥ : 

¥ 轟づ〆 IJ暴露葉鞭; 盤)
長浜町では、個性と活力に溢れ、楽しく仕みよ なお、詳しくは役場まちづくり対策室(霊5¥'52ー

い呈づくりを目指すため、平成 5年度から皇づく 1111)へお問い合わせください。

り事業費補助金制度を創設して、各地域、団体、

i グループ等が行うコミュニティ活動の必要な経費 誌で習機離湾総半プ緩鎌灘~_c よ5 …丸山選輯賢三えぷ義理軍一\

に対して、予算の範囲内で補助を行っています。 三譲語調で究語訳究義理鞍壷曹司警
その内容は、花づくりや清掃等の環境美イじをは 議長議轟醤蕗議~説覇重量議骨髄璽 i 議
じめ、イベントやふれあい施設整備などのコミュ 均一雪騨ン審議離警鐘離 i
ιティ活動から伝続行事の保存等までl幅広〈利用弘題担笥舞髄品 調問題欝犠由時世興関襲警

雷置酷躍野酒漉磁器JoIIIIIIIIit("錯悉諮問を通認端羽田協魁~. iiii!!聴密着臨鋲 &議長員長ア常事面<へ{わ守得議案泳官、 ポ 恥薄弱定パ E 

できるようになっており、昨年は、地域のイベン 聾瞳ま窪額一養護護霊麟謡墾饗牽 5三 議 議議繍円

ト振興事業や花づくり活動等に対して補助を千子い 欝ま ;喜持;議〉寵護櫨襲撃盟睡眠
1 ました。 組関印 私ふや議議らみ一瞬脳懇顎農民ぷ澗聞時

、ょの制度を利用して地域の特色と知盤解警護 :主購額三轟重量--，欝盤整議主
;自生かした「豆づくり」に取り組んでみてはい仁 率三唆ぷ藤義議離護国艦購欝Ii 
かカfでしょう。 作業に取り組むサルビア会の会員たち(花づくり推進事業)

平
成
九
年
度
最
絞
レ
一
な
る
協
議
会

、
一
一
一
月
三
日
役
場
会
議
室
ご
聞
か

れ
ま
し
た
υ

こ
れ
ま
で
の
視
察
@
盟
諸
に
よ
り
、

各
委
員
の
意
見
と
し
て
は
、
時
代
の

趨
勢
と
し
て
分
別
収
集
と
~
材
料
化
は

十
む
を
得
な
い
こ
と
が
共
通
認
識
と

さ
れ
ま
し
だ
。
当
町
に
お
け
る
様
々

な
ご
み
処
理
に
閉
す
る
問
題
を
解
決

す
る
だ
め
に
は
、
有
料
化
ね
分
別
が

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
ご
み
収
集

の
方
法
「
を
変
え
る
必
安
が
あ
る
と
考

こ
の
之

-q
平
成
十
年
度
山
崎
、

有
料
化
の
方
社
や
ご
み
分
刊
の

種
類
、
収
集
方
法
等
に
つ
い
て

の
協
誌
を
集
中
均
に
行
か
、
平

成
十
一
年
度
の
大
洲
市
有
料
化

と
時
期
を
合
わ
せ
て
当
町
の
ご

み
収
集
方
法
も
変
更
し
、
よ
り

↑
居
む
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
、
ご

み
処
理
公
害
の
防
止
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
協
議
会
と
し
て
の
意

見
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

vv 
4< 

」一一
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L
E
T
Sク
吻
寺
シ
グ

生
活
改
善
置
さ
わ
や
か
ゲ
ル
ー
プ

と
ら
は
ぜ
の
甫
蛮
漬
け

一
材
料
]

寸
と
ら
は
ぜ
(
小
)

一
玉
ね
ぎ

一
人
参

一
と
う
が
ら
し

一
片
栗
粉

「
柚
子

寸

酢
一
砂
槽

京
一

一

塩
「
薄
口
し
よ
う
ゆ

一
作
り
方
一

①
片
栗
粉
を
魚
に
ま
ぶ
し
油
で
揚
げ
る

②
※
の
調
味
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
三
杯

酢
を
作
る

③
揚
げ
た
魚
を
※
に
つ
け
る

④
玉
ね
ぎ
・
人
参
を
千
切
り
に
し
て
酢

8
匹
適
量
適
量
少
々
適
量
適
量

大
さ
じ

3
杯

大
さ
じ

2
杯
少
々

大
さ
じ

1
杯

一一一一一紹介コーナー

一議河川
i

一三

に
つ
け
込
み
、
魚
の
上
に
盛
り
つ
け
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

i
三
杯
酢
は
魚
の
大

き
さ
、
酸
味
の
好
み
に
よ
っ
て
分
量
を

調
節
し
て
下
さ
い
。

グ
リ

97 

二
月
十
日
、
五
十
崎
町
に
大
洲
市
巳

喜
多
郡
内
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
員
約

百
八
十
人
が
集
ま
り
、
日
頃
の
活
動
状

況
と
こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
を
行
う
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
長
浜
町
か
ら
は
、
「
は
ま

な
す
グ
ル
ー
プ
」
(
グ
ル
ー
プ
長
・
水

本
喜
久
子
)
が
地
域
で
の
花
守
つ
く
り
・

小
学
生
と
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
活
動

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

革審議題審

うさたろう長浜高校美術部

ま
た
、
地
元
で
取
れ
る
農
産
物
、
不

用
品
な
ど
を
活
用
し
た
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ク
ー
ル
や
花
の
寄
せ
植
え
、
か
ず
ら
細

工
、
ハ

i
ブ
香
水
キ
つ
く
り
な
ど
の
講
習

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

花の寄せ植え講習を受ける参加者たち

f 

(歌謡)

品欝
取
喝

関SKf司野会

か
歌
の
好
き
な
人
集
ま
れ
1
・H

が
私

た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

N
S
K
同
好
会
で
は
、
人
と
人
と
の

和
を
大
切
に
し
て
仲
良
〈
楽
し
く
歌
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
行
っ
て
い
る
チ
ャ
リ

テ
ィ

1
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
松
山
か

ら
宇
和
島
ま
で
の
歌
の
好
き
な
人
が
参

加
し
て
く
れ
て
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
双
海
町
の
敬
老
会
の
慰
問
を

し
た
り
、
日
帰
り
旅
行
に
行
っ
た
り
す

る
な
ど
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

練
習
は
、
白
石
宅
で
毎
週
水
曜
日
の

夜
七
時
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
歌
の
好

き
な
方
、
一
度
歌
い
に
来
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
練
習
日
@
時
間
}
毎
週
水
曜
日
午
後

七
時
j

一
練
習
場
所
}
白
石
亀
穂
宅
(
長
浜
)

一
連
絡
先
}
白
石
亀
徳
(
雷
五
二
一

O
六
七
)

一
会
員
一
吉
岡
重
則
、
士
口
問
ヤ
ス
子
、

上
田
友
則
、
池
内
恭
子
、
二
宮
里
子
、

梅
林
国
由
、
梅
林
東
代
、
高
橋
冨
江
、

白
石
亀
徳
、
白
石
友
子
、
橋
本
ヨ
シ
子
、

菊
地
達
雄
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歩
い
て
是
っ
て
ふ
れ
あ
っ
て

ー
大
和
太
陽
の
忠
場
1

三
月
一
日
、
大
和
小
学
校
を
主
会
場

に
、
第
二
十
四
回
大
和
太
陽
の
広
場
が

開
催
さ
れ
、
約
五
百
人
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。

第
一
部
の
「
走
ろ
う
十
時
」
で
は
、

参
加
者
全
員
の
中
か
ら
ピ
ツ
タ
リ
賞
な

ど
を
選
ぶ
抽
選
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

当
選
者
ら
は
思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
大
喜
び
だ
っ
た
。

ま
た
、
第
二
部
の
「
ふ
れ
あ
い
の
広

場
」
で
は
、
恒
例
の
バ
ザ
ー
や
即
売
会

な
ど
に
加
え
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

自
滝
で
は
山
登
り
も

;
日
滝
地
区
歩
け
走
れ
大
会
1

三
月
一
目
、
白
滝
で
第
十
二
回
白
滝

地
区
歩
け
走
れ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
地

区
住
民
ら
約
二
百
三
十
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
二
つ
の
歩
く
コ

1
ス
の
み

の
設
定
で
コ

l
ス
内
に
は
山
登
り
区
間

な
ど
も
設
け
ら
れ
た
。
参
加
者
ら
は
、

大マ
しミ ト
に当
盛て
りゲ
よ 1
XI' J_入
つも
て行
しミわ

fミオL

~b. 

長IJ，

は走ろう十時でスタートを切る子どもたち(大和)

そ
れ
ぞ
れ
に
こ
や
か
に
会
話
を
十
交
わ
し

な
が
ら
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
自

然
の
中
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
は
、
婦
人
会
の
う
ど
ん
サ
ー

ビ
ス
や
ア
ニ
メ
映
写
会
、
ゲ
ー
ム
な
ど

も
行
わ
れ
、
地
域
が
ふ
れ
あ
う
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

一
長
涯
で
も
体
力
づ
く
り

ー
町
内
歩
け
走
れ
大
会

i

三
月
一
日
、
長
浜
地
区
で
第
二
田
町

内
歩
け
走
れ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

時
折
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
空
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
会
式
の
会
場

と
な
っ
た
長
浜
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
二
百
人

が
集
合
。
各
自
準
備
体
操
の
後
、
参
加

者
ら
は
歩
く
コ
i
t
ス
と
走
る
コ
!
ス
に

分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
役
場
前
を
須
沢

方
面
へ
向
け
て
ス
タ
ー
ト
。

自
然
環
境
保
護
を
呼

i
第
十
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン

力、

ウォーキングを楽しむ参加者(白滝)

=
一
月
四
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第
十

回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、

約
百
四
十
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
た
。

今
回
の
出
漬
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
-1

コ

ン
サ
ー
ト
や
募
金
で
集
め
た
お
金
で
、

壊
れ
た
ピ
ア
ノ
の
修
復
、
ピ
ア
ノ
が
必

要
な
施
設
へ
の
寄
付
を
行
っ
て
い
る
、

自
然
派
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
有
名
な
河

野
康
弘
さ
ん
。

美
し
い
ピ
ア
ノ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗

せ
て
、
自
然
環
境
保
護
を
み
ん
な
で
考

力
い
っ
ぱ
い
走
り
出
す
小
学
生
や
、

手
に
手
を
取
り
合
っ
て
歩
く
親
子
連
れ

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
健
康
的
な
一
時
を

楽
し
ん
で
い
た
。

え
よ
う
と
語
り
か
け
る
ス
テ
ー
ジ
に
、

来
場
者
は
じ
?
と
耳
を
傾
け
て
い
た
。 元買いっぱいに走り出す子どもたち(長浜)

高

AE再
建洩|
歌'------J

T直面

潜
み
い
し
野
良
猫
の
巨
に
満
月
の
明
り

冷
た
く
照
し
出
し
た
り
大

津

邦

子

青
海
苔
を
洗
ふ
小
川
は
風
寒
く
老
五
口
風

邪
を
心
配
す
る
な
り藤

岡

喜

代

夫

月
三
回
通
院
の
吾
今
ま
で
の
四
倍
近
く

の
医
療
費
と
な
る
高

代

ナ

ガ

ヨ

〈
っ
き
り
と
二
筋
ひ
き
て
飛
行
機
の
今

越
え
ん
と
す
叶
松
の
峰
村

上

テ

ル

子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
秒
単
位
に
飛
ぶ
技
は
我

を
忘
れ
て
鳥
に
な
り
お
り

渡

違

ス
ーマ
子

日
大
和
小
学
校
H

コンサートを行う河野さん

菜
の
花
で
辺
り
一
面
真
っ
黄
色

六

年

高

橋

裕

子

春
に
な
り
う
ぐ
い
す
の
声
ホ
1
ホ
ケ
キ
ヨ

六

年

松

築

薫

桜
さ
き
つ
く
し
も
ひ
£
こ
つ
と
顔
を
出

す

六

年

池

田

奈

々

恵

ウ
グ
イ
ス
の
さ
え
ず
り
聞
こ
え
卒
業
す

六

年

池

田

慎

春
近
し
雪
の
中
か
ら
ふ
き
の
と
う

六

年

二

百

礼

憲
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春
風
に
棋
の
花
び
ら
ふ
わ
ふ
わ
い
リ

六

年

山

須

賀

彩

ひ
じ
川
の
嵐
が
消
え
て
士
一
廿
近
し

六

年

中

川

舞

田
の
岸
に
つ
く
し
の
親
子
顔
を
出
す

六

年

信

宮

旦

美

M
M

地
域
一
福
祉
向
上
の
功
績
料

納

1
長
浜
阿
社
会
福
祉
大
ん
で
抑

三
月
二
十
七
日
、
町
体
育
館
で
第
一
一

十
九
回
長
浜
町
社
会
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
、
地
域
の
社
会
福
祉
向
上
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
や
団
体
が
、
次
め
と
お

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

畏
浜
町
長
寝
彰

一一一表彰・一歳ですほか

春
に
な
h
H
I

新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
だ

六

年

上

杉

拓

也

春
が
来
て
桜
満
開
う
す
化
粧

六

年

野

ひ

と

み

fヨ

野
石
吉
(
以
上
長
浜
)

一
社
会
福
祉
功
…
一
己
マ
個
人
i
松
本
喜

久
子
(
下
須
戒
)
マ
団
体
;
白
滝
小
学

校
児
賞
会
(
白
滝
小
)

畏
浜
町
長
感
問
状

一
松
会
福
祉
寄
付
功
労
一
岡
田
悦
子

(
五
卜
a

崎
町
)

一
献
血
運
動
功
労
}
鈴
木
典
子
・
谷
節

子
(
以
上
長
浜
)
山
西
幸
栄
(
出
市
)

有
本
晃
・
谷
仲
、
木
久
(
以
上
大
洲
市
)

町一社
会
福
祉
対
労
]
マ
個
人
。
:
村
出
幸

(
一
一
長
浜
小
)
池
田
奈
々
恵
(
大
和
小
)

谷
本
こ
づ
ゑ
(
豊
茂
)
一
ゾ
団
体
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瀬戸内海大橋定成記念ペペント「しまなみ海道
'99J 仁、あなたのアイヂ、アでイベシト参加して
みませんか。
受授L呆瀬戸内海大橋完成イベント実行委員会で
は、平成11年春~秋にかけて「瀬戸内しまなみ沿一
道(本'Jト|四国連持道路尾道?今治Jレート)Jの完
成を祝し、広島県と共同で、瀬戸内海大橋記念イペ

ント「しまなみ海道'99J を開催することとして
おります。

「しまなみ海道'99J では、このルート周辺の
地域を舞台に、皆さん自身が企画し実施するイベ
ントを募集しています。個人目グループを間わず、

また規模のλノJ、にかかわらず、すべて公式のイベ
ントとして、情報誌わガイドマッつ。を通じて全国

LこPRします一。

内容は企画するあなたのアイデア次第。自由な

発想、で楽しいイベントを考えていただき、「しま
なみ海道'9SJ にイベント主催者としてご参ほく
f三さ ¥.>'0
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一方、ひょうは積乱雲(雷雲)
の中で水の粒が上昇・下降を繰

り返して成長し、地上に降って
きたものです。ひょうが降ると、
氷の粒によって農作物が傷つい

たり枯れたりするほか、戸外に
いる人にも被害を及ぼすことが

あります。

このように発達した低気圧が
日本付近を通過するとき、各地
の気象台は低気圧に関する情報、

強風や大雨などの注意報や警報
を発表します。船舶をはじめと

する交通機関の方はもちろん、

海や山へ出掛ける方も最新の情

報を入手し、十分に注意してく
ださい。

(有)岸本印刷印刷平成10年 4月 1日発行平成10年 4月号

日本は温帯地方に位置してい
て、四方を海に固まれ、季節変

化に富んだ国です。特に冬から
夏への橋渡しをする春は、顕著

な気象現象の起こる季節です0

0春のあらし
4月になると、強い冬型の気
圧配置はほとんどなくなり、数

日ごとに低気圧が日本付近を通
過するようになります。 このた

め、天気は長続きせず、周期的

に変化します。
発達した低気圧が日本海を進
むとき、低気圧の通過前は南風、

通過後は北寄りの強風が吹き、
短時間に強い雨やひょうが降る

ことがあります。時には、強風

のため、各地で満開になった桜

が一夜にして散ってしまうこと

もあります。

'.._._... 守司守?ーーー守ーー--守守守守守 守ーーーーー 守ーーーーー
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みどりの週間
4月23日~ 29日
森の中緑がゆれる笑ってる

宮支長

50 
結

婚

イ主

戸斤

柴黒長長豊出今出

陽春4月は、心機一転、新たな

1年の始まりである。その一つが

小学校入学である。若者たちの少

子主義からか、新入学児童数が年々

減少して寂しいが、それでも、新

1年生にとっては終生忘れ得ない

楽しい思い出となるに違いない。

私は、学校でいろいろな本をた

くさん読めることが一番嬉しかっ

た。今の子どもたちもおそらく同

じと思う。それが、大きくなるに

つれて、次第に本を読まなくなる

のはなぜなのか。理由はいくつも

考えられるが、学校の先生方にお

願いしたい。何よりまず、楽しく

正 しく本を読む子に育てていただ

きたい。そして、自ら進んで図書

館に行くような人に成長させてほ

しい。各学校にも町内にも、小さ

いながら図書館があって知識を得

たい人々を待っている。少しでも、

楽しく多くを学んで、心に美しい

花を咲かせようではないか。

図書館は、明治5年 4月 2日、
しよ じ.(治、人，

文部省が東京・湯島に東京書籍館

というヨーロッパ式の図書館を建

てたのが最初で、明治13年に東京
ずしよかん

図書館と改称。さらに明治39年、
としょ.・^'

上野に移転し帝国図書館と改めら

れた。 この時から「としよかん」

と言うようになった。という事な

ども、読書 によって知り得る。
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i言丁在人訂
j正は口正
し一世
jて月帯本
: ~末数紙
:詫現(J)= 
iぴ在去五
!し0)中 号
:ま 訣 ↓ 

iすりムム
で
?月 l
ζ 末ジ i
'E現の i

数

人口をふやしましょう

2月末現在 前月との比較|

10，339人 20人減 ! 
人 口 (男 4，881人) (知人減)I 

女5，458人 女 7人減

世帯数 3，676世帯 1世帯減

帯世口人


